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１．研究計画の概要 
本研究は、アフガニスタン中央部バーミヤ

ーン以西における仏教伝播の調査研究を主
目的とする。ハザラジャートのバンデ・アミ
ール川流域に点在する学界未報告の遺跡を
調査し、現地研究者の協力を得て仏教の西へ
の広がりを検証していく。 
 
２．研究の進捗状況 
従来、アフガニスタン中央部で知られる仏

教遺跡としてはバーミヤーンが最西端であ
った。しかし 2003年から 2005年の間にバー
ミヤーンの西 120ｋｍ地点の周辺で発見され
た遺構―チル・ボルジ城砦址の一部、ケリガ
ン寺院址、サレ・スム石窟―が仏教寺院であ
ると龍谷大学の調査によって確認された。 
これらの遺構は全て、バンデ・アミール川

流域に位置しており、当研究初年度の 2006
年はまず、これまで確認された遺構の測量を
行った。アフガニスタンのバーミヤーン以西
での仏教遺跡調査はこれが初めてのことで
あり、今後の「仏教西漸」研究の基礎作業と
なるものである。ケリガン仏寺址の仏塔は、
破壊が進行するアフガニスタンの遺構にあ
ってとりわけ貴重で、バーミヤーン周辺では
仏塔信仰はそんなに盛んではなかったとす
る通説を見直す契機を与えた。近郊のタン
ギ・サフェーダック出土のバクトリア語碑文
は、イスラーム勢力が支配している 8世紀初
頭に仏塔が建立されたことを伝えており、ケ
リガンの仏塔もほぼ同時期のものではない
かとの見通しをたてることができた。 

2006 年の調査では、バンデ・アミール川
流域のヤッカウラング周辺で、新たにクシャ
ゴラ石窟とムシュタック石窟を確認した。両

石窟はバーミヤーン石窟にみられる特徴を
有していた点から、仏教石窟の可能性が高い
とみなせる。仏教が伝播するうえで、バーミ
ヤーン地区とバンデ・アミール川流域とが密
接な関係にあったことをうかがわせると同
時に、バンデ・アミール川流域に相当規模の
仏教文化圏が存在していたことを示す点に
おいて、これらの石窟を確認できたことは大
きな収穫である。 
また 2006 年は、バンデ・アミール川／バ
ルフ川流域の峻険な渓谷を車で踏査して、か
つての交易路を探った。バルハーブからトゥ
クザール、サンチャラックを経て、サリプル
州の州都サリプルへ。さらにサリプル川を南
下するルートを辿った。仏教伝播という観点
からこの地方が調査されたことはかつてな
く、今後の研究のための準備作業ができた。
サリプル川周辺においても未報告の石窟が
点在しており、石窟の造営と交易活動との視
点から仏教伝播をとらえていく必要性を強
く感じ、2006 年 12月 23 日に龍谷大学にお
いて「仏教西漸：アフガニスタンの歴史・考
古・仏教」を開催した。 

2007 年からはアフガニスタン情勢が緊迫
して、現地調査を遂行することが困難となっ
た。現地で得た視覚データの解析と遺跡地図
の作成、バンデ・アミール川流域の仏教遺跡
と共通点を有する遺跡の摘出に努めた。バン
デ・アミール川流域のチル・ボルジ、ケリガ
ン、サレ・スムの調査報告書を目下のところ
準備中である。バンデ・アミール川流域の石
窟と類似性をもつ石窟がトルクメニスタン
とアフガニスタン国境付近に存在すること
をつきとめているので、調査地点の変更も視
野に入れて、仏教西漸研究を強化していきた
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いと考えている。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由）アフガニスタンの情勢が悪化して、
ハザラジャート地区の調査が困難となった
ことが最大の理由である。ただ、仏教西漸と
いう点については、アフガニスタンのハザラ
ジャート以西にも仏教遺跡の存在をつきと
めたので、仏教伝播研究は着実に進捗してい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
アフガニスタンの情勢悪化に伴い、当該地

区での調査研究は困難を極める。そこで、「仏
教西漸」の観点から調査地点をトルクメニス
タン・イランに移し、バンデ・アミール川流
域からの仏教西伝を追跡していきたいと考
える。研究組織の再編も含め、方策を考慮中
である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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